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ぎ
っ
く
り
腰
（
急
性
腰
痛
症
）
は
、
ド
イ
ツ
語

で
「
魔
女
の
一
撃
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
突
然

の
激
し
い
腰
の
痛
み
を
特
徴
と
し
ま
す
。
こ
の
症

状
は
、
腰
周
り
の
筋
肉
の
慢
性
的
な
疲
労
が
蓄
積

し
た
結
果
、
突
然
の
動
作
に
よ
っ
て
筋
肉
や
筋
膜

の
痙
攣
、
捻
挫
、
癒
着
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
。
痛
み
の
種
類
は
原

因
と
な
る
部
位
に
よ
っ
て
異
な
り
、
側
弯
や
脱
力

感
な
ど
の
症
状
も
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
は
筋
・
筋
膜
性
の
原
因
が
多
い
で
す
が
、
椎

間
板
や
椎
間
関
節
、
尿
路
結
石
、
血
管
性
の
問
題
、

骨
折
な
ど
も
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
早

期
に
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ぎ
っ
く
り
腰
の
原
因

筋
肉
の
疲
労: 

長
時
間
の
座
り
仕
事
や
運
動
不

足
、
同
じ
動
作
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
筋
肉
や
筋

膜
が
硬
く
な
り
、
可
動
域
が
制
限
さ
れ
、
筋
力
が

低
下
し
ま
す
。
睡
眠
不
足
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
悪

い
食
事
も
筋
肉
の
回
復
を
妨
げ
、
疲
労
を
蓄
積
さ

せ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
も
筋
疲
労
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

中
腰
の
姿
勢: 

中
腰
の
姿
勢
で
行
う
動
作
は
椎
間

板
に
圧
が
か
か
り
や
す
く
、
真
っ
直
ぐ
に
立
っ
て

い
る
時
と
比
べ
て
、
立
位
の
中
腰
で
は1.5

倍
、

座
位
の
中
腰
で
は1.75

倍
の
圧
が
か
か
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

急
激
な
負
荷: 

重
い
物
を
持
ち
上
げ
た
り
、
無
理

な
体
勢
か
ら
急
に
腰
を
ひ
ね
っ
た
り
す
る
こ
と
で

筋
損
傷
が
起
こ
り
、
筋
筋
膜
性
腰
痛
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
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ぎっくり腰の原因と予防

Hajime Acupuncture Clinic NEWS since2013

加
齢: 

加
齢
に
伴
い
筋
肉
や
靭
帯
が
弱
く
な
り
、
姿
勢

や
動
作
が
崩
れ
る
こ
と
で
腰
痛
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
特
に
中
高
年
層
で
は
、
腰
椎
や
椎
間
板
の
変
性
に

よ
り
筋
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
慢
性
的
な
腰
痛
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

体
型
の
変
化: 

妊
娠
や
肥
満
な
ど
は
腰
椎
の
過
前
弯

（
反
り
腰
）
を
引
き
起
こ
し
、
猫
背
や
円
背
は
腰
椎
の

後
湾
を
招
く
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
予
防
と
対
策

　
ぎ
っ
く
り
腰
の
原
因
は
生
活
習
慣
に
起
因
す
る
た

め
、し
っ
か
り
と
予
防
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

定
期
的
な
運
動: 

筋
肉
を
強
化
し
、
柔
軟
性
を
保
つ
た

め
に
、
定
期
的
な
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
特
に
、
腰
や
股
関
節
周
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ

が
効
果
的
で
す
。

正
し
い
姿
勢
の
維
持: 

日
常
生
活
で
の
姿
勢
を
見
直

し
、
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が
ぎ
っ
く
り
腰
の
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。特
に
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
す
る
際
は
、

椅
子
や
机
の
高
さ
を
調
整
し
、
適
切
な
姿
勢
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
立
ち
上
が
っ
た
り
、
ム
ー
ビ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
使
用
し
て
動
き
続
け
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
休
息
と
栄
養: 

睡
眠
不
足
や
栄
養
不
足
は
筋
肉

の
疲
労
回
復
を
妨
げ
る
た
め
、
十
分
な
休
息
と
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特

に
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ンD

、
タ
ン
パ
ク
質
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ンB
群
、
抗
酸
化
物
質
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

ぎ
っ
く
り
腰
の
原
因
を
理
解
し
、
適
切
な
予
防
策
を
講

じ
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
再

発
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
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■腰方形筋
腰椎の両側にある平たい筋肉です。体幹を側屈
させたり、後屈させたりする際に重要な役割を
果たします。
腰を側屈したりひねったときに、腰の横側に痛
みを感じることが多い。

■多裂筋
脊柱の深部に位置し、脊椎を安定さ
せる役割を持っています。この筋肉
が緊張すると、腰の不安定性が増し、
腰が抜けるような感覚が起こりま
す。

■腸腰筋
腰椎から股関節にかけて位置す
る筋肉で、体幹と下肢を結ぶ重
要な筋肉です。
強い痛みと共に、腰を伸ばすこ
とができず、股関節も曲げたま
まの姿勢や、側弯が起こること
もあります。

■大臀筋
お尻の大きな筋肉で、体を支える役
割を果たします。
立ち上がる動作や前かがみの時に痛
みを感じることが多い。

■最長筋と腸肋筋
脊柱を支える役割を持ち、腰を反ら
せたり、側屈させたりする際に重要
です。
腰を反ったときに痛みを感じる事が
多い。

ぎっくり腰に関与する筋肉たち

毎年、元旦の日には、心を清め
ると共に、スタートダッシュの
気合いを入れるために、水行を
行っています。準備の為の作法
を行い、気合いを入れて水に入
れば、心地よい冷たさと共に、
心も体もすっきりとします。
2025 年は、積み上げてきた知
識と技術を来院いただく皆様
にっ還元すると共に、鍼灸治療
の原理や、さらなる効果的な治
療法の研究を行いたいと計画し
ています。
本年も、どうぞよろしくお願い
いたします。

本年も、よろしくお願いいたします


